
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

   

浜岡 1、2 号機の廃止措置は、以下の 4 段階に分け、約 30 年という年月をかけて実施する計画です。 

 
 
 
 
 

これまで、原子炉領域周辺設備の解体を進めてきました。主な解体工事の実績を以下に示します。 
 
 
  

 

運転を経験した原子炉実機の材料を用いた試験研究を行い、プラントの長期安全運転に活用しています。研究に活用した例を以下に示します。 

 

サンプル採取 
試験体加工 

廃止措置に伴い発生する解体撤去物は、できるだけ分別・除染をおこない、放射性廃棄物として処分する量を低減します。 

放射能濃度を測定および評価し、法令に定める基準以下であることを確認した物（クリアランス物）は、可能な限り再利用することで、循環型社会形成

に貢献しています。 

 

保全の合理化 

新たな評価手法
の確立 

浜岡原子力発電所 1、2 号機 廃止措置の概要とこれまでの実績 
 

2 号機 主タービン・発電機解体（タービン建屋内） 

1 号機 非常用ディーゼル発電機（原子炉建屋内） 

クリアランス物として認

められたものを加工し、資

源として有効に再利用し

ます。 

解体撤去物には、放射

能濃度の低い放射性廃棄

物があります。 

2 号機 制御棒水圧制御ユニット（原子炉建屋内） 2 号機 主要変圧器（屋外）   

1 号機 低圧給水加熱器（タービン建屋内） 1 号機 復水タンク（屋外） 

４．廃炉材調査研究 

１．廃止措置の全体概要 

２．解体実績 

クリアランス物のうち

約 115 トンを側溝用の蓋

へ加工し、発電所敷地内

等で再利用しています。 

 

 

 放射能濃度を測定・評価

し、法令で定める基準以

下であることについて国か

らの確認を得ます。 

 除染をおこない、放射性

廃棄物として処分する量を

低減します。 

解体撤去物 除染 測定 加工 再利用品 

３．廃棄物低減に関する取組み 

参考 

ハンマー 

入射電子線 

力 

結像 

力 

原子 

位
置
検
出
器 

電子顕微鏡観察 アトムプローブ分析 

透過させた 

電子線で 

構造を観察 

電界で原子を 

蒸発させて 

位置を分析 


